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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月10日(2014.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｔ細胞の標的抗原を同定する方法であって、
（ａ）以下の細胞（ａａ）および（ａｂ）を接触させ：
　（ａａ）以下を発現する細胞：
　　（ｉ）所定の対合するＴ細胞受容体α鎖およびβ鎖を含有する機能性Ｔ細胞受容体複
合体；および
　　（ｉｉ）Ｔ細胞活性化のリードアウト系
　（ａｂ）以下を保有する抗原提示細胞：
　　（ｉｉｉ）ランダム核酸配列にコードされるペプチドライブラリー；および
　　（ｉｖ）（ｉ）のＴ細胞受容体によって認識されるＭＨＣ分子
（ｂ）該リードアウト系を用いてＴ細胞の活性化を評価し；
（ｃ）リードアウト系がＴ細胞活性化を示している細胞と接触している抗原提示細胞を単
離し；
（ｄ）標的抗原または該標的抗原をコードする核酸分子を同定する
ことを含む上記方法。
【請求項２】
（ｄ）の標的抗原の同定が該標的抗原をコードする核酸分子のシーケンシングを含む、請
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求項1記載の方法。
【請求項３】
（ｄ）の標的抗原の同定が、抗原の少なくとも１つのミモトープの同定を含む、請求項１
または２記載の方法。
【請求項４】
抗原提示細胞がペプチドライブラリーを増幅する能力がある細胞である、請求項１から３
のいずれかに記載される方法。
【請求項５】
リードアウト系がレポータータンパク質の活性化を含む、請求項１から４のいずれかに記
載される方法。
【請求項６】
レポータータンパク質が蛍光化合物、生物発光化合物、および化学発光化合物から成る群
から選択される、請求項５記載の方法。
【請求項７】
患者特異的Ｔ細胞抗原を同定する方法であって、
（Ａ）該患者から得たサンプルからＴ細胞を単離し；
（Ｂ）（Ａ）で単離したＴ細胞から、対合するＴ細胞受容体α鎖およびβ鎖を同定し；そ
して
（Ｃ）請求項１から６のいずれかに記載される方法に従ってＴ細胞抗原を同定し、ここで
、機能性Ｔ細胞受容体およびＴ細胞活性化のリードアウト系を含有する細胞は、（Ｂ）で
同定された、対合するＴ細胞受容体α鎖およびβ鎖を発現する、
ことを含む、上記方法。
【請求項８】
段階（Ｂ）において、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１－９のプライマーから選択されるプライマ
ーまたはプライマー・セットを用いてαβ　Ｔ細胞受容体を発現するＴ細胞から得た該核
酸分子を増幅することを含む方法に従って該Ｔ細胞受容体α鎖およびβ鎖の可変領域、超
可変領域、および／または結合領域をコードする核酸分子を同定することによって、対合
するＴ細胞受容体α鎖およびβ鎖を同定する、請求項７記載の方法。
【請求項９】
ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１５－３８のプライマーから選択されるプライマーまたはプライマ
ー・セットを用いて該核酸分子を増幅させることによって、対合するＴ細胞受容体α鎖の
可変領域、超可変領域、および／または結合領域をコードする核酸分子を同定することを
更に含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
該方法が以下の段階：
（ｉ）以下を含むプライマー・セットを用いて核酸分子を増幅し：
　（ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１－９のプライマー；および／または
　（ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１５－３８のプライマー；
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３９－４７のプライマーを含むプライマー・セットを用い
て（ｉ）（ａ）の反応産物を増幅し；そして／または
（ｉｉｉ－ａ）以下を用いて（ｉｉ）の反応産物を増幅し：
　（ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１３のプライマー；および
　（ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１４のプライマー；そして／または
（ｉｉｉ-ｂ）以下を用いて（ｉ）（ｂ）の反応産物を増幅する：
　（ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４８－８３のプライマー・セット；および
　（ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１２のプライマー；
ことを含む、請求項８または９に記載される方法。
【請求項１１】
ペプチドをコードする核酸配列を含有する複数のベクターを含有するペプチドライブラリ
ーであって、該ペプチドはＴ細胞の標的抗原である可能性があるペプチドであり、該核酸
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配列はランダムな核酸配列である、上記ペプチドライブラリー。
【請求項１２】
請求項１１記載のペプチドライブラリーで細胞をトランスフェクトまたは形質転換するこ
とを含む、抗原提示細胞の作製法。
【請求項１３】
ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１－９および／またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３９－４７および／ま
たはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１および１４から成る群から選択されるプライマーまたはプ
ライマー・セット。
【請求項１４】
請求項１１記載のペプチドライブラリーおよび／または請求項１３記載のプライマーもし
くはプライマー・セットおよび／または請求項１２記載の方法で作製された抗原提示細胞
を含むキット。
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